
福井学事業
郷土の歴史や文化を再認識し、誇りや魅力発信に

つなげるための学習

いきいきライフセミナー
運営委員:高橋ひとみ 真柄秀敏

山崎 豊  稲木利幸
岡田えつ子 山口嘉枝
廣瀬 行雄

担当主事:藤井総子
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(第 6号様式 ) 教育事業報告書 (年間・事業別)

令和 2年度 事業区分 福井学事業

No. 公民館名 事 :
の ホ) 担当者 こ集方法

11 日新 いきいきライフセミナー 藤井 総子 全戸配布

実施方針 日新地区の名所や歴史を子ども達にも分かりやすくまとめ地域愛を高める

回 実施日
参加者数

学習テーマ 学習内容 学習方法 講師

男 女

1 6人 3 3 第一回運営委員会
委員長・副委員長の選出
新年度通年事業のテーマ決め

年間のスケジュールの作成
話合い

2 7月 16日 7人 3 4 第一回通年事業
昨年から引き続き紙芝居『令和
に残したい福井弁 底喰川の大
蛇』の挿絵制作

話合い
挿絵制作

3 8月 20日 7人 3 4 第 回通年事業

日新小学校まち歩き探検ガイド
の打合せ

『令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の挿絵制作

話合い

挿絵制作

4 9月 17日 44人 22 22
日新小学校 3年
生総合学習まち
歩き探検ガイ ド

乾徳地区コースと文里地区コー

スに分かれ、かるたMPを利用
して名所を案内説明

館外学習

5 10月 29日 7ノ、 3 4 第二回通年事業

日新小学校まち歩き探検ガイ ド

を振 り返つて

『令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の挿絵制作

話合い

挿絵制作

6 11月 26日 8人 4 4 第四回通年事業 『
令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の挿絵制作

話合い

挿絵制作

7 12月 17日 8人 4 4 第五回通年事業 『
令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の挿絵制作

話合い

挿絵制作

8 1月 21日 8人 4 4 第六回通年事業 『
令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の試作品の検討

話合い

9 2月 18日 7人 4 3 第七回通年事業 『
令和に務したい福井弁
底喰川の大蛇』の完成品の検討

話合い

10 3月 6日 三世代合同交流会
1年を振 り返って

発表・多世代交流・懇親会
・・・・中止

視聴
話合い

交流

11 3月 18日 8人 4 4 第八回通年事業
『令和に残したい福井弁
底喰川の大蛇』の完成品の検討
次年度について

話合い

参加者数計 110人 54 56

6月 18日


